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扶養区分の設定について 

 

概要 

スタッフエクスプレスでは、各スタッフの扶養情報を保持し、給与計算時の所得税算出や、年末調

整の計算時に利用しています。扶養情報は、スタッフの家族情報からシステムで自動設定する方

法と、手動で設定する方法があります。 

お客様の運用によって、自動・手動のいずれかを選択していただき、会社マスタで設定してくださ

い。 

 

スタッフマスタの扶養情報 

扶養情報は、スタッフマスタの［税金］タブから登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤枠の部分は、［家族］タブの家族情報から扶養区分を自動判定する場合は入力不可となってい

ますが、手動判定の場合は入力可能となっています。 

ただし、赤枠内の「本人扶養」と「扶養者の数」は、いずれの場合も入力不可となっており、システ

ムで自動算出されます。 
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会社マスタの設定 

会社マスタの設定は、［会社運用］タブ－［スタッフマスタ］タブの下記項目になります。 

 

 

 

 

 

 

① 自動で扶養区分を設定する場合 

２項目にチェックをつけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 手動で扶養区分を設定する場合 

２項目のチェックを外します。 

 

 

参考 

 

スタッフマスタの[税金]タブ－［家族］タブに家族情報の登録は任意ですが、 

［扶養控除等］タブの各扶養区分を手動で設定する必要があります。 

 

参考 

 

自動設定とした場合、年末調整対応後や、途中で手動から自動に設定変更した

場合に、扶養区分を一括で変更する対応が可能となっています。 

詳細は下記オンラインヘルプをご参照ください。 

●扶養年齢の基準年変更について 

https://www.staffexpress.jp//help2020/pdf_help/14_06.pdf 

 

注意 

 

スタッフマスタの[税金]タブ－［家族］タブに家族情報を漏れなく登録しておく必要 

があります。また、登録時に家族の生年月日が不明な場合、扶養区分の自動判 

定ができない為、エラーとなります。 

https://www.staffexpress.jp/help2020/pdf_help/14_06.pdf
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扶養区分の設定手順 

まずは、スタッフ本人と配偶者の情報を設定します。 

※ １および２のスタッフ本人の設定は、自動設定の場合も入力が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本人区分１～３について、スタッフ本人の該当する区分を選択します。 

本人区分１ 対象外 / 老年者控除 / 寡婦(夫)  / 特別寡婦 

本人区分２ 対象外 / 特別障害 / 一般障害 

本人区分３ 対象外 / 勤労学生 

     ※ 本人区分１の老年者控除は、平成１７年より廃止の為、選択できません。 

 

２．未成年区分、災害者区分、外国人区分を設定します。（ほとんどの場合、対象外となります） 

 

３．配偶者区分と婚姻区分を設定します。 

  独身の場合、配偶者区分は「なし」とし、配偶者がいて配偶者控除を受ける場合は該当する区分を 

選択します。婚姻区分は、スタッフ本人の該当する区分を選択します。 

配偶者区分 なし / 一般配偶 / 老人配偶 / 同居特障 / 同居特老 

婚姻区分 ブランク / 既婚 / 未婚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 

 

配偶者区分を入力する時、配偶者が障害者の場合には、配偶者区分の他に、 

一般障害者・特別障害者の該当する項目に数値を入力します。 

 

例えば、配偶者が同居特別障害に該当する場合、 

配偶者区分は「同居特障」、特別障害者に「1」 と入力します。 

同様に、配偶者が老人控除対象で、同居特別障害に該当する場合は、 

配偶者区分は「同居特老」、特別障害者に「1」 と入力します。 
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４．扶養者設定に、スタッフおよび配偶者以外に扶養している人数を設定します。 

  下記４－１、４－２に従い、入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１ 扶養控除 

スタッフの配偶者以外で控除対象となる扶養者をすべて、下記項目に当てはめ、人数を入力します。 

一般扶養親族 --- 一般扶養控除に該当する場合 

特定扶養親族 --- 特定扶養控除に該当する場合 

老人扶養親族 老人扶養親族 老人扶養親族で、同居老親等以外の場合 

同居老親等 老人扶養親族で、同居老親等の場合 

年少 --- 年少扶養控除に該当する場合 

同居特別障害者 同居特障一般 同居特別障害者が一般扶養親族の場合 

同居特障特定 同居特別障害者が特定扶養親族の場合 

同居特障老人 同居特別障害者が老人扶養親族の場合 

（同居老親等は含まない） 

同居特障老親 同居特別障害者が同居老親等の場合 

 

４－２ 障害者控除 

控除対象者（配偶者、扶養者）のうち、一般障害者・特別障害者に該当している人数を下記項目に入力します。 

この障害者控除の項目は、４－１ 扶養控除の同居特別障害者と重複してカウントします。 

一般障害者 --- 一般障害（普通傷害）に該当する場合 

特別障害者 --- 特別障害に該当する場合 

 

参考 

 

配偶者特別控除を受ける場合は、配偶者区分を「なし」を選択し、年末調整の配

偶者所得合計の項目に所得を入力してください。 
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【入力例１】 

配偶者がなく、扶養控除対象者が３人（１０歳の子供、障害を持った１２歳の子供、同居している７１歳の父） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０歳の子供 ： 年少 

障害を持った１２歳の子供 ： 一般障害者、年少 

同居している７１歳の父 ： 同居老親等 

 

【入力例２】 

扶養控除対象者が２人（子供２０歳、同居している父７２歳、同居している配偶者が特別障害者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供２０歳 ： 特定扶養親族 

同居している父７２歳 ： 同居老親等 

同居している配偶者が特別障害者 ： 配偶者区分「同居特障」、特別障害者 

 

 


